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い
よ

本
格
的
な
夏

六
月
十
四
日
、
押
原
小
学
校
で
プ

ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
、
待
ち
か
ね
た

子
ど
も
た
ち
は
い
っ
せ
い
に
プ

l
ル

に
飛
び
込
み
、
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し

た。
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
の
水
難
事
故

は
思
わ
ぬ
と
き
思
わ
ぬ
場
所
で
起
こ

り
ま
す
。
海
や
川
へ
行
っ
た
と
き
は

子
ど
も
の
乙
と
を
心
に
し
っ
か
り
と

つ
な
ぎ
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

p凡即日J"'¥.o おもな内容-...-.....-....吋

• 16名の新議員誕生 ' 

正副議長決まる ・2P ~ 

1 ・議長就任のあいさつ ・ 3 P S 

j ・関東ボクシング大会 4 P S 

; 山梨県民会議表彰 5P; 
3 ・ふる さとづくり(清水新居)...6 P S 

j ・税のひろば、お知らせ 7 P S 

.8 P -保健だより・婚姻・出生一

町の人口・男 4，740人(十 48)・女 4，667人(+9)・計 9，407人(+57)・世帯数・2，734戸(十 48)6月 1日現在( )内は前月比
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日
六
名
の

新
議
員
誕
生

報

統
一
地
方
選
挙
最
後
の
町
議
会
議

員
選
挙
は
、
四
月
二
十
四
日
町
内
四

投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
は
即
日
開
票
で
七
時
か
ら
押

原
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
八
時

三
十
分
頃
に
は
新
議
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。定

員
十
六
名
K
対
し
、
十
七
名
が

立
候
補
、
少
数
激
戦
と
身
近
な
選
挙

と
あ
っ
て
、
投
票
率
は
九
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
い
率
と
な
り
ま
し
た
。

広町和昭

当
選
証
書
を
授
与
さ
れ
た

新
議
員
さ
ん

翌
日
、
当
選
し
た
各
議
員
さ
ん
に

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選

証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
住

民
代
表
と
い
う
立
場
に
お
い
て
、
町

政
発
展

K
努
め
ら
れ
る
乙
と
を
期
待

し
ま
す
。

新
町
議
会
議
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

新現新現新現新新新新現現新現現現

立
候
補
届
け
出
順(

敬
称
略
)

牧

野

方

宏

清

水

新

居

小

津

弘

飯

喰

石

原

因

夫

河

西

長

津

文

夫

河

東

中

島

小

林

正

次

押

越

高

野

農

林

西

条

二

区

鷹

野

清

文

河

東

中

島

野

津

正

典

西

条

一

区

依

田

鉄

之

助

西

条

二

区

細

田

健

児

上

河

東

保

坂

篤

上

河

東

小

池

徳

次

紙

漉

阿

原

三
神

善
章

押

越

佐

野

精

一

西

条

一

区

小
宮
山

併

西
条
二
区

磯

部

団

築

地

新

居

ァ一日召和町議会役職構成一覧表寸
一
正
副
議
長
・

常
任
委
員
決
ま
る
一
一

亀戸ももダ奇型掃有色掛布

昭
和
町
議
会
は
、
五
月
六
白
か
ら
九
日
ま
で
議
員
改
選
に
伴
う
臨
時
議

会
を
聞
き
、
正
副
議
長
の
選
出
、
各
常
任
委
員
な
ど
を
決
め
、
新
し
い
構

成
に
よ
る
町
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

。

宅ダ巧岳も#もも戸電もダ弓畠
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議 員

員



報

gHt日
間
法
治
活
切
れ
川
被
沼
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宗
宗
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g
g
g
2
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J司

l
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J

ぷ
玉
三

一議
長
泌
総務
長

室

長

選

霊

長

室

議

選

義

務

室

雲
院

議

…

泌
総
崎
閥
説得山
論
客
車
総総
輪
団
¥品切弘
法
府
出二
郎総出
1
総
?
ン切MGP
5
出
向
山
出
回
総
量
市
臨
h
m
一
回
目
目
減

滅

出
回
出
回

-

智内
温
幽
嶋
一品泌
総
鹿
島
繁一
?
一湖
、おお
挙
区
清
潔町
議
湯
野
窓
際
騎
総旬以
錨
鎖
期
間山旬以
剛
造
法忍

日

3
3潟

ぽ
閣

議

122殺泌総
選
総開
講
義

援
議
諮問

…

一
般
選
挙
後
、
初
の
臨
時
議
会
の

ζ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
町
-
昭
和
五
十
八
年
度
山
梨
県
高
等
学

町

議

会

議

長

議

長

選

挙

に

お

い

て

、

議

員

各

位

の

で

は

、

教

育

問

題

、

土

地

利

用

計

画

、

叫

校

生

活

指

導

員

が

、

左

記

の

と

お

り

ど
推
挙
に
よ
り
再
度
議
長
に
就
任
を
六
十

一
年
開
催
の
か
い
じ
国
体
な
ど
、
“
決
定
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

牧

野

方

宏

い

た

し

ま

し

た

。

対

応

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

問

題

が

…

マ
西
条

一
区

向

山

聖

諜

i
E
?

誠

に

身

に

余

る

光

栄

で

あ

り

、

そ

山

積

し

て

お

り

ま

す

。

…

上

田

進

ふ
線
機
騒
機
騒
機
騒
脳
，
v

の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、
町
民
の
皆
乙
れ
ら
の
懸
案
事
項
の
推
進
に
つ
…

マ
西

条

二

区

清

水

巌

畿織
機
;
~
的
言
a，
様
が
た
の
ど
期
待
に
沿
い
う
る
よ
う
い
て
、
当
局
議
会

一
丸

と

な

っ

て

、

一

塩

沢

美

智

雄

警
A?
機
内
市
機
織
笠
脈
融
麟

議
会
活
動
を
ま
い
進
し
、
昭
和
町
発
前
進
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
o

u

マ
清

水

新

居

志

村

茂

機
織
闘
機
闘
機
関
閥
横

W
M制

展

の

た

め

一

層

の

努

力

を

い

た

す

覚

乙

乙

に

就

任

に

あ

た

り

ま

し

て

決

一

笹

本

照

男

総
鐙

選

畿

運

翠

圃

司

倍

で

ご

ざ

い

ま

す

。

意
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
-
マ
西
条
新
田
北
瓜
昭
夫

d
議
畿
織
機
際
機
撃
司

ご

承

知

の

よ

う

に

政

府

、

地

方

自

様

が

た

の

ご

理

解

と

ζ
支

援

を

賜

り

一

雨

宮

昭

二

治

体

と

も

財

政

の

窮

迫

に

対

処

す

べ

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

て

就

任

吋

マ

押

越

藤

本

洋

く
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

日

清

水

泰

仁

e
:
。:
o
z
o
-
-
4
3
マ

河

東

中

島

雨

宮

宣

次

日

T

ヒ
の

高
校
生
活
指
導
員
が
決
定

消
費
生
活
相
談
は

消
費
生
活
相
談
員
ヘ

広町来日

7 月!日 ~31 日

清
水
巌
(
写
真
)
雨
宮
武
造
(
社

交
ダ
ン
ス
)
小
沢
か
つ
子
(
コ
ー

ラ
ス
)
河
田
実
(
詩
吟
)
須
田

富
美
子
(
民
踊
舞
踊
)
雨
宮
何

弐
(
郷
土
研
究
)
油
川
行
広

(盆

栽
)
小
川
三
郎
(
民
謡
)
野
村

正
志
(
絵
画
)

マ
監

事

井

口

威

伊
藤
春
江

昭

住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
よ
い

消
費
生
活
を
営
む
乙
と
が
で
き
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
と

な
っ
て
い
た
だ
く
消
費
生
活
相
談
員

が
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
私
達
が
受
け
る
消
費
生

活
上
の
被
害
や
苦
情
も
衣
、
食
、
住

の
問
題
か
ら
、
訪
問
販
売
や
割
賦
販

売
等
の
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

昭和 58年 7月発行

きれいな川を

(
敬
称
略
)

マ
会
長
小
宮
山
仲
マ
副
会
長

志
村
恒
夫
マ
副
会
長
兼
会
計
清

水

行

広

マ

部

長

鷹

野

真
二

(川

柳
)
河
田
好
子
(
俳
句
)
桑
原

丑
寅
(
短
歌
)
米
山
岩
雄
(
囲
碁
)

五
味

一
素
(
将
棋
)
萩
原
貞
夫
(

書
道
)

三
神
澄
子
(
華
道
)

(3) 

河川愛護月間

マ
紙
漉
阿
原

マ
築
地
新
居

マ
飯

喰

マ
河

西

マ

上

河

東

マ
上
河
東
二
区

有下車田保有野長山近磯田野鷹
泉村田坂井村田本藤部中中野

一 芳健 哲正 美 貞博
雄嗣児守美志力直勉治愛武昭

苦
情
や
相
談
は
、
お
気
軽
に
消
費

生
活
相
談
員
K
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

本
町
の
相
談
員
は
次
の
方
々
で
す

(
敬
称
略
)

武
田
か
ほ
る
昭
和
町
上
河
東
側

電
話
七
五
l
一
二
九
八

円
〈

U

野
呂
瀬
和
喜
子
昭
和
町
西
条
目AUτ 

電
話
七
五
1
二
O
九
八

円

4

吉
野
昭
和
町
押
越
ね

電
話
七
五
1
三

一
六
一

酒
井
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関
東
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会

六
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
、
関

東
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
が
町
民
体

育
館
で
聞
か
れ
、
関
東
一
都
七
県
か

ら
四
十
校
が
参
加
し
、
選
手
、
役
員

ら
総
勢
百
七
十
名
が
来
町
し
ま
し
た
。

三
日
の
検
診
か
ら
始
ま
っ
て
六
日

の
決
勝
戦
ま
で
文
字
ど
う
り
、
熱
闘

を
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
期
待

さ
れ
た
本
県
選
手
団
も
準
決
勝
へ
三

名
が
進
み
ま
し
た
が
、
甲
府
工
業
の

網
野
和
彦
君
が
決
勝
へ
進
出
し
た
の

み
に
終
わ
り
、
今
後
の
選
手
の
育
成

に
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

控
室
等
の
増
設
も
終
わ
り
、
日
体

協
総
合
視
察
で
の
「
ボ
ク
シ
ン
グ
会

場
と
し
て
は
ま
れ
に
み
る
素
晴
ら
し

さ
」
と
い
う
評
価
は
、
乙
の
関
東
ボ

ク
シ
ン
グ
大
会
で
実
証
さ
れ
、
ま
た

報広町来日日百

受
け
入
れ
態
勢
に
お
い
て
は
、
選
手
、

役
員
の
方
々
よ
り
賛
辞
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
各
種
大
会
運
営
に
見
通
し
が

立
ち
ま
し
た
。

今
回
は
体
育
指
導
委
員
の
方
々
に

多
大
な
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
会
運

営
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
ま
し
た
。
本

年
は
も
う
大
会
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
五
十
九
年
に
ミ
ニ
国
体
、
六
十

年
に
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
六
十

一
年

に
本
大
会
と
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

少
年
非
行
の
背
景
に
あ
る

家
庭
の
問
題

(
青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議
)

増設した控室(町民体育館北側)

毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

乙
の
運
動
は
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
達
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
乙
う

と
す
る
全
国
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ

っ
て
、
特
に
最
近
の
よ
う
な
青
少
年

問
題
か
ら
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る

青
少
年
の
非
行
防
止
が
さ
け
ば
れ
て

い
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
を
見
る
と
き
、
ま

た
、
中
学
校
、
高
校
に
お
け
る
生
徒

の
問
題
行
動
を
聞
く
と
き
、
そ
の
背

景
に
あ
る
小
学
校
期
の
家
庭
の
問
題

を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

好試合が展開されたボクシング大会

青
少
年
を
非
行
か
ら
防
止
す
る
に

は
、
ま
す
何
よ
り
も
家
庭
が
子
ど
も
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
自
己

中
心
的
で
わ
が
ま
ま
な
少
年
の
非
行

は
亨
楽
追
求
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
、

家
庭
に
お
け
る
が
し
つ
け
グ
は
児
童

期
こ
そ
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

伸
ば
す
べ
き
と
乙
ろ
は
努
力
工
夫

し
援
助
し
て
育
て
、
伸
び
て
は
い
け

な
い
と
乙
ろ
は
抑
え
、
制
御
し
、
子

ど
も
が
そ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
自

ら
判
断
し
、
自
ら
を
抑
え
、
自
ら
を

発
揮
で
き
る
自
主
性
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

為
に
は
大
人
世
代
の
権
威
と
要
求
を

前
提
に
置
き
、
親
は
順
序
正
し
く
子

ど
も
に
働
き
か
け
て
い
く
乙
と
が
大

切
で
あ
り
、
父
親
は
家
族
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
家
庭
文
化
を
支
え
、
母
親

と
と
も
に
大
人
世
代
の
代
表
と
し
て
、

ま
た
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
人
生
の

先
輩
と
し
て
責
任
あ
る
態
度
で
範
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す。

愛
育
会
は
、
二
月
に
行
わ
れ
た
グ

健
康
ま
つ
り
グ
の
パ
ザ
l
収
益
金
で

各
区
に
携
帯
用
救
急
カ
バ
ン
と
薬
品

を
寄
贈
し
、
年
一

1
二
回
愛
育
会
員

が
中
味
を
点
検
し
薬
品
の
補
充
を
行

う
そ
う
で
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
に
も
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
五

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

寄贈された救急カバン

町

職

員

採

用

及

び

退

職

者

マ
新
採
用

志
村

職
保
坂

雅
透
(
保
健
課
)

マ
退

武
彦



報

塩
田
麻
子
さ
ん

(
西
条
新
田
)

〈
若
妻
や
少
女
か
ら
親
わ
れ
る

お
ば
さ
ん
〉

窪
田
孝
枝
さ
ん

(
紙
漉
阿
原
)

広町

窪
田
さ
ん
は
、
地
域
に
お
け
る
家

庭
婦
人
の
問
題
や
青
少
年
の
相
談
助

言
K
努
め
る
と
と
も
に
、
バ
レ

l
の

D
級
審
判
員
免
許
を
所
持
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
特
技
を
い
か
し
て
若
い

婦
人
や
青
少
年
に
対
し
、
婦
人
団
体

の
役
職
を
歴
任
し
な
が
ら
長
期
間
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
熱
意
と
努
力
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

来日昭(5) 昭和 58年 7月発行

「
家
庭
の
日
」

作
文

〈
中
国
実
習
生
を
迎
え

明
る
い
家
庭
づ
く
り
〉

表
彰

塩
田
さ
ん
は
、
五
人
家
族
で
農
家

の
主
婦
で
す
が
、
中
国
農
業
実
習
生

を
迎
え
て
の
明
る
く
働
ら
く
家
庭

c

つ

く
り
の
た
め
、
言
葉
の
通
じ
な
い
困

難
を
克
服
し
、
時
に
は
字
を
書
い
て

話
し
合
い
誠
意
を
も
っ
て
、
心
と
心

の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
、
世
の

た
め
人
の
た
め
に
と
努
力
し
、
所
期

の
目
的
を
果
し
た
実
践
例
が
見
ご
と

入
選
表
彰
の
栄
を
受
け
ま
し
た
。

「
家
庭
の
日
」

作
文

〈
家
族
会
議
を
中
心
に

明
る
い
家
庭
づ
く
り
〉

佐
野
澄
子
さ
ん

(
西
条
二
区
)

佐
野
さ
ん
は
、
小
学
生
を
頭
に
三

人
の
子
を
持
つ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭

の
主
婦
で
あ
り
ま
す
。
「
家
庭
の

E

に
は
定
例
の
家
族
会
議
を
聞
き
、
司

会
や
書
記
は
小
学
生
も
加
え
た
順
番

制
で
行
い
、
相
手
に
対
す
る
話
し
方

聞
き
方
を
話
し
合
っ
た
り
、
家
族
の

仕
事
に
対
す
る
責
任
分
担
を
定
め
て

行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
会
議
か
ら

明
る
い
家
庭
ず
つ
く
り
に
努
め
て
い
る

実
践
例
が
見
ご
と
入
選
し
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

〈
地
域
ぐ
る
み
で交

通
安
全

V

上
河
東
育
成
会

こ
の
地
域
は
道
路
が
せ
ま
く
、
曲

折
危
険
箇
所
が
多
く
、
ま
た
通
学
路

の
長
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
育
成

会
が
中
心
と
な
り
、
交
通
安
全
の
徹

底
と
通
過
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
注

意
の
呼
び
か
け
等
、
事
故
防
止
の
た

め
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
危
険

箇
所
に
交
通
安
全
旗
(
赤
布
に
育
成

会
名
、
子
ど
も
の
氏
名
、
注
意
の
乙

と
ば
等
を
記
入
し
た
も
の
)
を
約
五

十
本
設
置
し
芝
、
地
域
ぐ
る
み
で
関

心
の
高
揚
と
、
安
全
に
努
力
さ
れ
て

い
る
行
為
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
月
間

七
月
一
日

i
三
十
一
日

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は

国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
社
会

環
境
の
浄
化
に
努
め
、
力
を
合
わ
せ

て
少
年
非
行
や
、
犯
罪
を
な
く
し
て

明
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

お
互
い
に
愛
の
手
を
と
り
あ
っ
て

地
域
社
会
か
ら
非
行
や
犯
罪
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
表
彰

河
西
の
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
に
、

六
月
七
日
、
押
原
小
学
校
体
育
館
で
、

常
永
駅
の
美
化
活
動
を
通
じ
て
鉄
道

妨
害
防
止
運
動
に
功
績
が
あ
っ
た
と
、

国
鉄
静
岡
鉄
道
局
長
か
ら
の
感
謝
状

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

若
竹
子
供
ク
ラ
ブ
は
三
十
年
余
り

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
自
然
の
中
で

遊
ん
だ
り
、
常
永
駅
の
清
掃
や
花
を

飾
る
な
ど
の
活
動
を
続
け
、
特
に
乙

の
地
区
で
の
線
路
へ
の
置
き
石
事
件

な
ど
が
少
な
く
、
美
化
活
動
が
身
延

線
へ
の
理
解
に
も
つ
な
が
っ
た
と
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

感謝状を授与された若竹子どもクラブ



昭和 58年 7月発行 (6)
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さと
づく

報

る

広町和
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清
水
新
居
区
で
は
、
昨
年
区
長
が

交
替
し
た
ば
か
り
の
時
花
、
町
か
ら

ふ
る
さ
と
ず
つ
く
り
を
推
進
す
る
よ
う

に
と
の
依
頼
が
あ
り
、
ど
ん
な
と
と

を
し
よ
う
か
と
思
案
し
組
長
会
議
に

は
か
っ
た
結
果
、
各
部
で
ふ
る
さ
と

づ
く
り
学
級
を
取
り
入
れ
、
運
営
の

組
織
図
を
つ
く
り
実
践
に
入

っ
た
そ

う
で
す
。

体
育
部
長
の
宮
本
康
雄
さ
ん
の
協

力
で
、
区
民
の
健
康

c

つ
く
り
の
た
め

に
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
も
の
と
し

て
、
歩
け
歩
け
運
動
を
毎
月
一
回
、

月
初
め
の
日
曜
日

K
行
い
、
区
一
周

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
い
ま
す
。

婦
人
部
の
民
踊
教
室
と
大
正
琴
教

日百

団

団体優勝した女性ドライパーの会

聞
か
か
る
そ
う
で
す
。

「
今
年
の
三
月
に
は
、
河
西
区
一

坪
図
書
館
ま
つ
り
で
、
子
ど
も
た
ち

の
つ
く

っ
た
シ
ナ
リ
オ
を
指
導
者
会

の
人
達
と
協
力
し
て
、
人
形
劇
を
行

い
好
評
を
呼
び
ま
し
た
。
河
西
区
夏

の
子
ど
も
納
涼
大
会
に
も
人
形
劇
を

予
定
し
て
い
ま
す
。」

と
、
池
田
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

乙
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
指
人

形
を
作
り
、
指
人
形
を
使

っ
た
劇
で

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
多
く
の
人
達

ッ
ク
、
ま
た
、
運
転
者
の
服
装
々
備

か
ら
姿
勢
に
至
る
ま
で
の
採
点
に
よ

る
厳
し
い
競
技
で
し
た
。

厳
し
い
採
点
の
結
果
、
本
町
チ
ー

ム
は
昨
年
の
三
位
入
賞
に
つ
づ
き
本

年
は
団
体
優
勝
の
栄
誉
を
獲
得
い
た

し
ま
し
た
。

出
場
者
は
次
の
方
々
で
す
。

(
敬
称
略
)

田

中

愛

子

畑
野
由
美
子

保戸
坂田

桂 巻
子子

十

五

月

十

五

日

、

南

甲

府

警

察

署

管

て

+

内

女

性

バ

イ

ク

安

全

運

転

コ

ン

ク

l

劃

↑

ル

が

、

八

田

村

の

県

安

全

運

転

学

校

始

一

の

コ

l
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

↑

本

町

か

ら

は

女

性

ド

ラ

イ

バ

ー

の

室

↓

会

々

員

の

中

か

ら

四

名

が

出

場

い

た

教

+
踊

↓

し

ま

し

た

。
乙
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
春

民

日

の

全

国

交

通

安

全

運

動

行

事

の

一
環

↓

と

し

て

催

さ

れ

、

競

技

の

内

容

は

パ

+

イ

ク

に

よ

る

複

雑

な

コ

1

ス
を
走
行

↑

す

る

な

か

で

の

、

安

全

運

転

に

必

要

+

な

確

認

動

作

や

操

作

の

細

か

な

チ

ェ

↑+
1
+
1十
+
l
T
I
+
I
T
-
-
T
+
l
+
1
+
!
?
+
!
+
I
T
-
-
T十
l
+
l十
l
+
1
+
1
+
!
+
!
?
l
T
I
T
l
+
1
+
1
+
!
T
+
1
+
1
+
1
+
1
+
1
1
T
!
?
+ー
す
よ
T
l
T
4
1
4
1
+
1
+
1
+
l
+
1

室

は

、

参

加

者

全

員

が

元

気

は

つ

ら

十

回

目

久

院

で

弘

1
-
D
、己主

っ
と
先
生
の
指
導
に
従
っ
て
練
習
日

+
T
ノ
I
J

・.
L
4
4
・〈

l
u
ヨー

リ

リ

ー

が

ら

ふ

れ

あ

い

を

深

め

て

い

一

河

西

の

池

田

孝

子

さ

ん

そ
れ
か
ら
、
十
二
月
暮
れ
に
は
家
叶
開
閉
幽
今
回
は
、
指
人
形
づ
く
り
を

庭
教
育
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
+
開
閉
幽
楽
し
む
河
西
の
池
田
さ
ん
を

ち
と
父
兄
を
交
え
た
モ
チ
ッ
キ
大
会
↑
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

と
映
画
会
を

P
T
A
主
催
で
行

っ
て
↓
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
で
文
化
方
面
に

い
る
そ
う
で
す
。

+
興
味
を
持

っ
て
い
た
池
田
さ
ん
、
甲

「今
年
も
ふ
る
さ
と
、
、
つ
く
り
学
級
ト
府
子
ど
も
劇
場
に
所
属
し
親
子
で
人

補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
↓
形
劇
を
見
た
り
話
し
合

っ
た
り
し
て

ま
で
も
平
和
で
明
る
い
、

ふ
る
さ
と
+
い
ま
し
た
が
、
自
分
も
何
か
し
て
み

♂つ
く
り
に
精
進
し
て
い
き
た
い
。
」
↓
ょ
う
と
い
う
乙
と
で
指
人
形
づ
く
り

と
、
区
長
の
高
野
貞
春
さ
ん
は
話
し
+
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

て
い
ま
し
た
。

↑
材
料
は
、
軍
手
、
わ
た
、
き
れ
な

↓
ど
で

一
つ
仕
上
げ
る
の
に
二
1
三
時

を
楽
し
ま
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。



消
印
が
な
い
と
、
そ
の
印
紙
税
相
当
一

額
の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。

ー

な
お
、
契
約
書
は
通
常
、
当
事
者
ト

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
契
約
書
の
数
だ
け
作
成
し
ま
す
。
乙
の
場
合
一

は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
が
、
収
入
印
紙
収
入
印
紙
は
そ
の
全
部
に
必
要
で
す
0

0

も

同

様

で

す

。

契

約

の

立

合

人

や

保

証

人

が

持

つ

契

一

• 

収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
約
書
も
同
様
で
す
。
ま
た
、
覚
書
、
一

芯
い
契
約
書
に
、
収
入
印
紙
を
は
ら
念
書
、
差
入
書
の
よ
う
な
文
書
で
も
。

な
か
っ
た
と
き
ゃ
、
税
額
が
不
足
し
契
約
の
成
立
し
た
乙
と
等
を
証
明
す
一• 

て
い
た
と
き
は
、
そ
の
不
足
す
る
税
る
も
の
は
契
約
書
と
し
て
の
収
入
印
一

額
の
三
倍
の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。
紙
が
必
要
で
す
。

ー

ま
た
、
収
入
印
紙
に
は
消
印
が
必
グ
印
紙
税
グ
ビ
ジ
不
ス
マ
ン
の
常
識
一

要
で
す
。
消
印
は
収
入
印
紙
と
契
約
と
し
て
、
ぜ
ひ
知
っ
て
欲
し
い
税
金
↓

書

の

用

紙

に

ま

た

が

る

よ

う

に

ハ

ン

で

す

。

ト

=
 

広一
F

一
日
汁
つ
一
ぺ

J
J

九
一
一
一
日
-
一

-
-
4
4
-
'
-
-

一

¥
i』

aa

今
ま
で
も
そ
う
で
す
が
、
今
後
も
十

「
捜
査
活
動
に
協
力
を
/
-
警
察
へ
協
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
一

I
l
l
-
¥

絶
対
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
サ

わ
が
国
の
治
安
の
良
さ
は
、
世
界
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勇
気
を
出
し
て
、
ト

各
国
か
ら
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
お
少
年
非
行
や
暴
力
、
交
通
事
故
、
ド
一

り
ま
す
が
、
次
第
に
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ロ
ボ
l
、
覚
せ
い
剤
な
ど
地
域
を
悪

1

1

ロ
ッ
パ
諸
国
の
犯
罪
情
況
と
同
じ
化
さ
せ
る
原
因
を
、
根
こ
そ
ぎ
追
放
↑

よ
う
な
危
険
性
が
見
え
は
じ
め
て
い
す
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
一

ま

す

。

捜

査

活

動

は

県

民

の

み

な

さ

ん

の

-

V
犯
罪
捜
査
は
警
察
ま
か
せ
で
な
く
信
頼
を
得
て
成
果
が
あ
る
の
で
す
。
一• 

県
民
の
み
な
さ
ん
と
警
察
と
が
、
と
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
一

も
に
手
を
組
ん
で
犯
罪
の
追
放
に
努
望
を
聞
き
な
が
ら
、
捜
査
活
動
を
活
'

力

し

て

、

は

じ

め

て

そ

の

目

的

が

達

発

に

し

て

い

き

ま

す

。

一• 

成

さ

れ

る

も

の

で

す

。

一

層

の

と

支

援

、

ど

協

力

を

お

願

一

V
聞
込
み
な
ど
、
県
民
の
み
な
さ
ん
い
い
た
し
ま
す
。

ト

の

協

力

を

得

て

解

決

し

た

事

件

は

、

一

• 

十
年
前
に
く
ら
べ
て
三
分
の

一
く

ら

一

い
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
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で
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さ

一
ま
か
ら
の
ど
注
文
な
ど
の
受
付
を
よ

• 
一
り

一
層
ス
ム
ー
ズ
に
、
お
受
け
す
る

・
た
め
に
七
月

一
日
か
ら
電
話
番
号
を

一
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

• 
一
た
し
ま
す
o

t

電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
O
電
話
の
新
設
、
移
転
、
各
種
便
利

↓
な
電
話
の
ご
相
談
な
ど
の
電
話
番

十
号
が
、
三
三
!
二
九
九
一
(
着
信

一
無
料
)
に
・

.
0
電
話
料
金
の
請
求
、
問
い
合
せ
な

↑

↑

ど

の

電

話

番

号

が

、

一

一

三

l
一一九

一

一

九

二

(

着

信

無

料

)

に

イ

イ

※

お

手

数

で

す

が

、

お

手

元

の

電

話

ト

ト

帳

と

、

テ

レ

ホ

ン

ガ

イ

ド

を

訂

正

一

一

の

う

え

ど

使

用

く

だ

さ

い

。
ま
た
、

一

一

皆

さ

ま

か

ら

の

ご

意

見

、

ど

要

望

• 

ト
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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郡

体

育

祭

り
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V
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等
賞
金
三
千
万
円
が
百
四
十
本
一

t

-

協
力
を
/

一
V
前
後
賞
合
わ
せ
て
四
千
万
円
グ
一

'

V
特
別
賞
に
マ
イ
カ
ー
(
三
百
万
円
。
櫛
形
町
を
主
会
場
に
、
郡
体
育
祭

一

相

当

)

が

千

四

百

台

一

り

が

七

月

二

十

四

日

(

日

)

開

催

さ

• 
一
V
七
月
十
四
日
よ
り
予
約
受
付
け
開
↓
れ
ま
す
。

。

始

t

昨
年
は
五
位
と
い
う
成
績
で
し
た

一
※
申
込
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
七
一
が
、
本
年
は
三
位
入
賞
を
目
指
し
た

• 

↓
月
十
四
日
(
木
)
の
新
聞
紙
上
に
一
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ど
協

十
発
表
さ
れ
ま
す
。

十
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
住
宅
建
設
資
金
貸
付
募
集

V
申
込
受
付
期
間

七
月
二
十
二
日
ま
で

V
申
込
受
付
場
所

住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
金
融
機
関

V
申
込
対
象
者

昭
和
五
十
八
年
住
宅
金
融
公
庫

一

般
個
人
住
宅
資
金
及
び
住
宅
改
良

資
金
を
受
け
て
住
宅
を
建
設
す
る

者
、
た
だ
し
改
修
資
金
に
あ

っ
て

は
、
工
事
総
額
が
五
百
万
円
以
上

の
者
に
限
り
ま
す
。
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乙
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
カ
ー
っ
き
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
」
(
別
称

市
田T

村
振
興
宝
く
じ
)
発
表

電
電
公
社
か
ら
j
j
*

長
l
l
l

お
知
ら
せ



昭和 58年 7月発行 (8)報広町手口日百

母子手張、食べものについての質問票携行品

7月 27日(水)午後 1時30分~
離乳食指導も同時開催

中央公民館

昭和58年2月1日~昭和58年 5月31日まで

の出生児

母子手帳

実施日時

場所

該当児

7月2日(土)

7月16日 (土)
午前 9 時~11時

30分
場所中央公民館

業母子手帳交付希望者
は当日印鑑をお持ち
下さい。

※一般健康相談は40才
以上の方を対象に行
います。

※収集当日の午前8時
30分までに指定の袋
.荷札で決められた
場所へ出してくださ

日時地区

全 地 区

押原・常永

全地区

西条地区

全地区

内 容

もえる物

ガラス類

もえる物

金属類

もえる物

金属類

もえる物

酌

一月

一水
一
木
一
月

一木

一金

一月

一水

一木

一月
一
木

程
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
司
一
泊
一
旧
一
日
一
回
一
回

日
一4一

6
一7
一
日
一
日

一日
一日
一氏

-
Z
一氏
一民

携行品

5月 25日、各種団体の代表者によって下記のとおり

昭和58年度農事賃金標準額が決定されましたので、お知

らせいたします。

日 時 7 月 1 日(金)午前 10 時 20 分~1O時 25 分まで

場 所旧役場前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいて下さい。

種 日リ 摘 要 標準額 備 考

早 乙 女 日 5.300 円 1 食付

田植手伝い " 5.300 円 " 

代請 I大及型びト耕ラク転タ機一 10 a 10.700 円 ほ場整備地区

11.700 円 その他の地区

耕 伝
t音土の場合5 7.000 円 ほ場整備地区

割地 lOa 7.500 円 その他の地区

履 人 日 5.300 円 l 食 付

機械田植 10 a 8.000 円 iま錫整備地区

9.000 円 そと他の地区

lOaひもっき
8.500 円 ほ場整備地区

9.500 円 その他整旦備盟地区

コンノイイ ン lOa乾燥まで
16.000 円 ほ場 区

17.000 円 その他の地区

穀 1 日 18.000 円

水稲、育箇 l枚種別 420 円

際機会議灘鱗態謬強瀦鯵灘機診総勢

7 月 19 日(火)午後 1 時~2 時 30 分

中央公民館

昭和 56年4月 1日~昭和 56年7月31日まで

の出生児

母子手帳、歯についての質問票、毎日使ってい

るコップと歯ブラシ

実施日時

場所

該当児

携行品

‘' お
め
で
と
う

昭
和
五
十
八
年
四
月
十
一
日
以
降

(
敬
称
略
)

氏

名

土

橋

宰

〆

河
野
登
代
美
、

保

坂

秀

樹

'

膏

藤

恵

子

、

神

宮

利

光

'

市
瀬
ひ
で
み
、

岩

田

誠

一

'

鶴
田
す
が
子
、

中

村

通

'

望
月
寿
津
子
、

今

村

力

'

若
尾
長
代
美
、

石

原

子

日
向
千
鶴
、

志

村

繁

'

小

林

栄

子

、

青

原

敏

夫

〆

望

月

貴

子

、

?
x
t
t
l
 

住
所

上
河
東
二
区

西
条
一
区

押西
条
二
区

西
条
二
区

河押西
条
一
区

上

河

東

' 
早

川

重

洋

'

深
沢
く
み
子
、

贋

瀬

哲

夫

'

小

野

通

子

、

石

川

保

始

'

古

性

綾

子

、

松

崎

利

男

〆

勝
俣
富
士
子
、

西
条
二
区

清
水
新
居

紙
漉
阿
原

西
条
二
区

越

氏

名

保

護

台

住

所

数

野

修

啓

一

西

条

二

区

保

坂

亜

耶

広

一

上

河

東

二

区

深

沢

智

美

秋

男

河

東

中

島

樋

口

祐

真

敏

行

上

河

東

二

区

金

丸

ひ

と

み

正

人

西

条

二

区

三

井

雄

矢

紀

継

清

水

新

居

高

橋

由

希

美

信

幸

H

水

越

祐

二

滋

上

河

東

二

区

佐

野

由

香

里

清

H

雨

宮

爾

康

河

東

中

島

中

村

新

一

新

次

西

条

一

区

雨

宮

麻

美

盛

也

上

河

東

二

区

吉
成
か
お
る
昌
志

山

下

遥

介

誠

H

雨

宮

真

紀

子

敏

明

H

山

下

光

聖

光

築
地
新
居

五

味

良

子

幸

雄

西

条

二

区

石

原

正

文

正

男

上

河

東

二

区

功

万

美

保

良

文

紙

漉

阿

原

金

丸

智

一

優

上

河

東

二

区

西越


